
(57)【要約】

【課題】二人で楽しく遊びながら学習することができる

知育玩具を提供することを目的とする。

【解決手段】漢字の読み字Ｙが記載されたマス３を多数

個配列した載置盤２と、漢字Ｋが両面に記載されると共

に二人の解答者が交互に漢字Ｋと読み字Ｙとを対応させ

てマス３に置くための多数個の駒１とを、備える。各駒

１の表側の漢字Ｋ1  と裏側の漢字Ｋ2  とを解答者を識別

する異なる二色の識別色にて色分けした。かつ、載置盤

２はまとまった複数個のマス３ごとに異なる区画色に色

分けした２個以上の区画部４を有する。さらに、駒１の

ベース色が対応する読み字Ｙが記載されたマス３の区画

色と同じ色となっているものである。

【選択図】図４
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 問 題 文 字 （ Ｑ ） が 記 載 さ れ た マ ス （ ３ ） を 多 数 個 配 列 し た 載 置 盤 （ ２ ） と 、 解 答 文 字 （
Ａ ） が 両 面 に 記 載 さ れ る と 共 に 二 人 の 解 答 者 が 交 互 に 該 解 答 文 字 （ Ａ ） と 上 記 問 題 文 字 （
Ｑ ） と を 対 応 さ せ て 上 記 マ ス （ ３ ） に 置 く た め の 多 数 個 の 駒 （ １ ） と を 、 備 え 、 上 記 各 駒
（ １ ） の 表 側 の 解 答 文 字 （ Ａ 1  ） と 裏 側 の 解 答 文 字 （ Ａ 2  ） と を 上 記 解 答 者 を 識 別 す る 異
な る 二 色 の 識 別 色 に て 色 分 け し 、 上 記 載 置 盤 （ ２ ） は ま と ま っ た 複 数 個 の 上 記 マ ス （ ３ ）
ご と に 異 な る 区 画 色 に 色 分 け し た ２ 個 以 上 の 区 画 部 （ ４ ） を 有 し 、 さ ら に 、 上 記 駒 （ １ ）
の ベ ー ス 色 が 対 応 す る 上 記 問 題 文 字 （ Ｑ ） が 記 載 さ れ た マ ス （ ３ ） の 上 記 区 画 色 と 同 じ 色
と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 知 育 玩 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 漢 字 の 読 み 字 （ Ｙ ） が 記 載 さ れ た マ ス （ ３ ） を 多 数 個 配 列 し た 載 置 盤 （ ２ ） と 、 漢 字 （
Ｋ ） が 両 面 に 記 載 さ れ る と 共 に 二 人 の 解 答 者 が 交 互 に 該 漢 字 （ Ｋ ） と 上 記 読 み 字 （ Ｙ ） と
を 対 応 さ せ て 上 記 マ ス （ ３ ） に 置 く た め の 多 数 個 の 駒 （ １ ） と を 、 備 え 、 上 記 各 駒 （ １ ）
の 表 側 の 漢 字 （ Ｋ 1  ） と 裏 側 の 漢 字 （ Ｋ 2  ） と を 上 記 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別
色 に て 色 分 け し 、 上 記 載 置 盤 （ ２ ） は ま と ま っ た 複 数 個 の 上 記 マ ス （ ３ ） ご と に 異 な る 区
画 色 に 色 分 け し た ２ 個 以 上 の 区 画 部 （ ４ ） を 有 し 、 さ ら に 、 上 記 駒 （ １ ） の ベ ー ス 色 が 対
応 す る 上 記 読 み 字 （ Ｙ ） が 記 載 さ れ た マ ス （ ３ ） の 上 記 区 画 色 と 同 じ 色 と な っ て い る こ と
を 特 徴 と す る 知 育 玩 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 掛 け 算 式 、 足 し 算 式 又 は 引 き 算 式 の 計 算 式 （ Ｔ ） が 記 載 さ れ た マ ス （ ３ ） を 多 数 個 配 列
し た 載 置 盤 （ ２ ） と 、 上 記 計 算 式 （ Ｔ ） の 答 え と な る 数 字 （ Ｓ ） が 両 面 に 記 載 さ れ る と 共
に 二 人 の 解 答 者 が 交 互 に 該 数 字 （ Ｓ ） と 上 記 計 算 式 （ Ｔ ） と を 対 応 さ せ て 上 記 マ ス （ ３ ）
に 置 く た め の 多 数 個 の 駒 （ １ ） と を 、 備 え 、 上 記 各 駒 （ １ ） の 表 側 の 数 字 （ Ｓ 1  ） と 裏 側
の 数 字 （ Ｓ 2  ） と を 上 記 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別 色 に て 色 分 け し 、 上 記 載 置 盤
（ ２ ） は ま と ま っ た 複 数 個 の 上 記 マ ス （ ３ ） ご と に 異 な る 区 画 色 に 色 分 け し た ２ 個 以 上 の
区 画 部 （ ４ ） を 有 し 、 さ ら に 、 上 記 駒 （ １ ） の ベ ー ス 色 が 対 応 す る 上 記 計 算 式 （ Ｔ ） が 記
載 さ れ た マ ス （ ３ ） の 上 記 区 画 色 と 同 じ 色 と な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 知 育 玩 具 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 知 育 玩 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 幼 児 や 小 学 生 等 が 文 字 を 覚 え た り 簡 単 な 計 算 を す る 学 習 用 具 が あ る 。 従 来 の 学 習 用 具 と
し て 、 例 え ば 、 問 題 と 正 解 が 予 め 記 載 さ れ た 学 習 帳 が あ り 、 正 解 の 部 分 に 目 隠 し 用 シ ー ル
を 貼 り 、 そ の シ ー ル の 表 面 に 答 え を 書 き 込 ん だ 後 、 シ ー ル を 剥 が し て 答 え と 正 解 と を 照 合
し て 正 誤 判 定 を 行 う も の が あ る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ６ ５ ０ ５ ５ 号 公 報
【 考 案 の 開 示 】
【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し 、 上 記 学 習 用 具 は ひ と り で 学 習 す る も の で あ る の で 、 単 調 で す ぐ に 飽 き た り 、 面
白 み が な く 学 習 意 欲 が 湧 か な い と い っ た 問 題 が あ っ た 。
　 そ こ で 、 本 考 案 は 、 二 人 で 楽 し く 遊 び な が ら 学 習 す る こ と が で き る 知 育 玩 具 を 提 供 す る
こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 考 案 に 係 る 知 育 玩 具 は 、 問 題 文 字 が 記 載 さ れ た マ ス を 多
数 個 配 列 し た 載 置 盤 と 、 解 答 文 字 が 両 面 に 記 載 さ れ る と 共 に 二 人 の 解 答 者 が 交 互 に 該 解 答
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文 字 と 上 記 問 題 文 字 と を 対 応 さ せ て 上 記 マ ス に 置 く た め の 多 数 個 の 駒 と を 、 備 え 、 上 記 各
駒 の 表 側 の 解 答 文 字 と 裏 側 の 解 答 文 字 と を 上 記 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別 色 に て
色 分 け し 、 上 記 載 置 盤 は ま と ま っ た 複 数 個 の 上 記 マ ス ご と に 異 な る 区 画 色 に 色 分 け し た ２
個 以 上 の 区 画 部 を 有 し 、 さ ら に 、 上 記 駒 の ベ ー ス 色 が 対 応 す る 上 記 問 題 文 字 が 記 載 さ れ た
マ ス の 上 記 区 画 色 と 同 じ 色 と な っ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 漢 字 の 読 み 字 が 記 載 さ れ た マ ス を 多 数 個 配 列 し た 載 置 盤 と 、 漢 字 が 両 面 に 記 載 さ
れ る と 共 に 二 人 の 解 答 者 が 交 互 に 該 漢 字 と 上 記 読 み 字 と を 対 応 さ せ て 上 記 マ ス に 置 く た め
の 多 数 個 の 駒 と を 、 備 え 、 上 記 各 駒 の 表 側 の 漢 字 と 裏 側 の 漢 字 と を 上 記 解 答 者 を 識 別 す る
異 な る 二 色 の 識 別 色 に て 色 分 け し 、 上 記 載 置 盤 は ま と ま っ た 複 数 個 の 上 記 マ ス ご と に 異 な
る 区 画 色 に 色 分 け し た ２ 個 以 上 の 区 画 部 を 有 し 、 さ ら に 、 上 記 駒 の ベ ー ス 色 が 対 応 す る 上
記 読 み 字 が 記 載 さ れ た マ ス の 上 記 区 画 色 と 同 じ 色 と な っ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 掛 け 算 式 、 足 し 算 式 又 は 引 き 算 式 の 計 算 式 が 記 載 さ れ た マ ス を 多 数 個 配 列 し た 載
置 盤 と 、 上 記 計 算 式 の 答 え と な る 数 字 が 両 面 に 記 載 さ れ る と 共 に 二 人 の 解 答 者 が 交 互 に 該
数 字 と 上 記 計 算 式 と を 対 応 さ せ て 上 記 マ ス に 置 く た め の 多 数 個 の 駒 と を 、 備 え 、 上 記 各 駒
の 表 側 の 数 字 と 裏 側 の 数 字 と を 上 記 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別 色 に て 色 分 け し 、
上 記 載 置 盤 は ま と ま っ た 複 数 個 の 上 記 マ ス ご と に 異 な る 区 画 色 に 色 分 け し た ２ 個 以 上 の 区
画 部 を 有 し 、 さ ら に 、 上 記 駒 の ベ ー ス 色 が 対 応 す る 上 記 計 算 式 が 記 載 さ れ た マ ス の 上 記 区
画 色 と 同 じ 色 と な っ て い る も の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 考 案 は 、 次 の よ う な 著 大 な 効 果 を 奏 す る 。
　 本 考 案 に 係 る 知 育 玩 具 に よ れ ば 、 二 人 で 楽 し く 遊 び な が ら 学 習 能 力 や 知 識 を 向 上 さ せ る
こ と が で き る 。 ま た 、 相 手 と 競 い 合 う こ と で 、 相 手 の 知 識 か ら 新 し い 知 識 を 学 習 す る こ と
が で き る と 共 に 、 ゲ ー ム の 戦 略 を 考 え る 思 考 能 力 も 身 に つ け る こ と が で き る 。
　 駒 の 両 面 に 記 載 さ れ た 解 答 文 字 を 、 表 側 と 裏 側 と で 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別
色 に て 色 分 け し て い る の で 、 マ ス に 置 い た 駒 が ど ち ら の 解 答 者 が 置 い た も の で あ る か す ぐ
に 見 分 け る こ と が で き る 。 言 い 換 え れ ば 、 １ 個 の 駒 を 表 向 き 又 は 裏 向 き に し て 置 く だ け で
、 ど ち ら の 解 答 者 が 置 い た も の か 区 別 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 二 人 の 解 答 者 に 同 じ マ ス
に 置 く こ と の で き る 駒 を 別 々 に 用 意 す る 必 要 が な い の で 、 用 意 す る 駒 の 個 数 を 少 な く す る
こ と が で き 、 ゲ ー ム も ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 使 用 す る 区 画 部 の 範 囲 を 制 限 す る こ と で 、 学 習 レ ベ ル に 合 わ せ て ゲ ー ム を 行 え
た り 、 変 化 性 に 富 ん だ 遊 び 方 が で き る 。 ま た 、 駒 の ベ ー ス 色 が 対 応 す る 問 題 文 字 が 記 載 さ
れ た マ ス の 区 画 色 と 同 じ 色 と な っ て い る の で 、 使 用 す る 区 画 部 に 置 く こ と の で き る 駒 を 一
目 で 見 分 け る こ と が で き 、 使 用 し 易 い も の と な っ て い る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 以 下 、 実 施 の 形 態 に 示 す 図 面 に 基 づ き 本 考 案 を 詳 説 す る 。
　 本 考 案 に 係 る 知 育 玩 具 は 、 図 １ に 示 す 多 数 個 の マ ス ３ が 配 列 さ れ た 載 置 盤 ２ と 、 図 ２ に
示 す 多 数 個 の コ イ ン 形 の 駒 １ と を 、 備 え て い る 。 マ ス ３ に は そ れ ぞ れ 別 の 問 題 文 字 Ｑ が 記
載 さ れ 、 各 駒 １ の 両 面 に は 問 題 文 字 Ｑ に 対 応 し た 解 答 文 字 Ａ が 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ ～ 図 ５ に 示 す 本 考 案 の 第 １ の 実 施 形 態 に 於 て 、 上 記 解 答 文 字 Ａ は 漢 字 Ｋ で あ り 、 上
記 問 題 文 字 Ｑ は 漢 字 の 読 み 字 （ 読 み 方 ） Ｙ と な っ て い る 。
　 図 １ に 於 て 、 具 体 的 に は 、 載 置 盤 ２ は 一 枚 の 紙 か ら 成 っ て お り 、 載 置 盤 ２ の 一 面 に 碁 盤
目 状 に ひ か れ た 線 に て 多 数 個 の 矩 形 の マ ス ３ が 形 成 さ れ て い る 。 マ ス ３ の 中 に は 漢 字 の 読
み 方 を 平 仮 名 で 示 し た 読 み 字 Ｙ が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 読 み 字 Ｙ は 、 漢 字 の 音 読 み ・ 訓 読
み や 、 （ 音 ・ 訓 ） 読 み だ け で は わ か り に く い 場 合 の 「 な ま え の な 」 「 こ ど も の こ 」 等 の 説
明 も 含 む と 定 義 す る 。 な お 、 図 に 於 て 、 括 弧 書 き さ れ て い る の は 、 送 り 仮 名 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 ２ と 図 ３ に 示 す よ う に 、 各 駒 １ の （ 表 裏 ） 両 面 に は マ ス ３ に 記 載 さ れ た 読 み 字 Ｙ に 対
応 す る １ 種 類 の 漢 字 Ｋ が 記 載 さ れ て い る 。 つ ま り 、 駒 １ の 表 面 と 裏 面 に 同 じ 漢 字 Ｋ が 記 載
さ れ 、 図 示 省 略 す る が 駒 １ は マ ス ３ の 個 数 と 同 じ 個 数 用 意 さ れ て い る 。
　 ま た 、 駒 １ は （ 対 応 す る ） マ ス ３ に 置 い た と き に マ ス ３ か ら は み 出 さ な い サ イ ズ に 形 成
さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ３ に 示 す よ う に 、 駒 １ の 表 側 に 記 載 さ れ た 漢 字 Ｋ 1  と 、 裏 側 に 記 載 さ れ た 漢 字 Ｋ 2  と
は 、 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別 色 に て 色 分 け さ れ て い る 。 図 ３ （ ａ ） ～ （ ｄ ） に
於 て 、 表 側 の 漢 字 Ｋ 1  の 識 別 色 は 黒 色 （ 黒 塗 り ） で あ り 、 裏 側 の 漢 字 Ｋ 2  の 識 別 色 は 白 色
（ 白 抜 き ） と な っ て い る が 、 こ れ 以 外 の 色 （ 有 彩 色 ） で あ っ て も よ い 。 即 ち 、 こ の 場 合 二
人 の 解 答 者 の う ち 、 一 方 を 識 別 す る 色 が 黒 色 、 他 方 を 識 別 す る 色 が 白 色 と な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に 戻 っ て 、 載 置 盤 ２ は ま と ま っ た 複 数 個 の マ ス ３ ご と に 異 な る 区 画 色 に 色 分 け し た
２ 個 以 上 の 区 画 部 ４ を 有 す る 。 図 例 で は 、 載 置 盤 ２ の 多 数 個 の マ ス ３ 全 体 は 上 下 ２ つ に 区
画 さ れ 、 グ レ ー ス ケ ー ル で 表 示 さ れ た 灰 色 の 上 区 画 部 ４ ａ と 、 グ レ ー ス ケ ー ル で 表 示 さ れ
て い な い 白 色 の 下 区 画 部 ４ ｂ と を 、 有 す る 。 な お 、 区 画 色 は 、 灰 色 ・ 白 色 以 外 の 他 の 色 （
有 彩 色 ） で あ っ て も よ く 、 マ ス ３ に 書 か れ た 読 み 字 Ｙ が 認 識 し 易 い 色 が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 図 ３ に 於 て 、 （ ａ )(ｂ ） に 示 す 駒 １ の ベ ー ス 色 は 両 面 と も 同 じ （ グ レ ー ス ケ ー ル
で 表 示 さ れ た ） 灰 色 を 呈 し 、 （ ｃ )(ｄ ） に 示 す 駒 １ の ベ ー ス 色 は 両 面 と も （ グ レ ー ス ケ ー
ル で 表 示 さ れ て い な い ） 白 色 を 呈 す る 。 図 １ と 図 ３ と で 示 す よ う に 、 （ ａ )(ｂ ） の 駒 １ の
ベ ー ス 色 と 上 区 画 部 ４ ａ の 区 画 色 と が 同 じ 灰 色 で あ り 、 （ ｃ )(ｄ ） の 駒 １ の ベ ー ス 色 と 下
区 画 部 ４ ｂ の 区 画 色 と が 同 じ 白 色 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 即 ち 、 各 駒 １ の ベ ー ス 色 は 、 対 応 す る 読 み 字 Ｙ が 記 載 さ れ た マ ス ３ の 区 画 色 と 同 じ 色 と
な っ て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 駒 １ の ベ ー ス 色 と 同 じ 色 の 区 画 部 ４ に 、 駒 １ の 漢 字 Ｋ の 読 み
字 Ｙ が 書 か れ た マ ス ３ が 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 例 え ば 、 図 ３ （ ａ )(ｂ ） に 示 す 灰 色 の 駒 １ に 書 か れ た 漢 字 「 青 」 「 竹 」 の 読 み 字 「 あ お
」 「 ち く ・ た け 」 は 、 灰 色 の 上 区 画 部 ４ ａ に 存 在 す る 。 ま た 、 図 ３ （ ｃ )(ｄ ） に 示 す 白 色
の 駒 １ に 書 か れ た 漢 字 「 立 」 「 人 」 の 読 み 字 「 た （ つ ） ・ た （ て る ） 」 「 に ん ・ ひ と 」 は
、 白 色 の 下 区 画 部 ４ ｂ に 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ６ に 示 す の は 、 本 考 案 の 第 ２ の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ り 、 ２ は 掛 け 算 式 （ 計 算 式 ） Ｔ
が 記 載 さ れ た マ ス ３ を 多 数 個 配 列 し た 載 置 盤 ２ で あ り 、 １ は 、 そ の 掛 け 算 式 Ｔ の 答 え と な
る 数 字 Ｓ が 両 面 に 記 載 さ れ た 駒 で あ る 。 即 ち 、 第 ２ の 実 施 形 態 で は 、 上 記 問 題 文 字 Ｑ が 掛
け 算 式 Ｔ で あ り 、 解 答 文 字 Ａ が 数 字 Ｓ と な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 マ ス ３ に は 81個 の 九 九 が 記 載 さ れ 、 駒 １ は マ ス ３ の 個 数 と 同 じ 81個 用 意 さ れ て い る 。 こ
の 81個 の 駒 １ の 中 に は 、 同 じ 数 字 Ｓ が 書 か れ た 駒 １ が あ る 。 例 え ば 、 「 ２ × ６ 」 「 ３ × ４
」 「 ４ × ３ 」 「 ６ × ２ 」 の 答 え は 全 て 「 12」 で あ る の で 、 「 12」 の 数 字 Ｓ が 記 載 さ れ た 駒
１ が ４ 個 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 駒 １ の 表 側 の 数 字 Ｓ 1  と 裏 側 の 数 字 Ｓ 2  は 、 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別 色 に て
色 分 け さ れ て い る 。 こ こ で は 、 表 側 の 数 字 Ｓ 1  を 黒 色 、 裏 側 の 数 字 Ｓ 2  を 白 色 に し て い る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 載 置 盤 ２ は ま と ま っ た 複 数 個 の マ ス ３ ご と に 異 な る 区 画 色 に 色 分 け し た ２ 個 以 上
の 区 画 部 ４ を 有 し 、 図 例 で は 、 九 九 で 言 う 一 の 段 か ら 五 の 段 ま で の マ ス ３ が グ レ ー ス ケ ー
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ル で 表 示 さ れ た 灰 色 の 上 区 画 部 ４ ａ と 、 グ レ ー ス ケ ー ル で 表 示 し な い 六 の 段 か ら 九 の 段 ま
で の 白 色 の 下 区 画 部 ４ ｂ と の 、 ２ 個 の 区 画 部 ４ を 有 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に 、 各 駒 １ の 両 面 の ベ ー ス 色 は 、 対 応 す る 掛 け 算 式 Ｔ が 記 載 さ れ た マ ス ３ の 区 画 色
と 同 じ 色 と な っ て い る 。 例 え ば 、 「 12」 が 答 え と な る 掛 け 算 式 Ｔ は 「 ２ × ６ 」 「 ３ × ４ 」
「 ４ × ３ 」 「 ６ × ２ 」 の ４ 個 あ る 。 そ し て 、 こ の ４ 個 の 掛 け 算 式 Ｔ が 書 か れ た マ ス ３ の う
ち 、 （ 「 ２ × ６ 」 「 ３ × ４ 」 「 ４ × ３ 」 が 書 か れ た ） ３ 個 の マ ス ３ は 灰 色 の 上 区 画 部 ４ ａ
に あ り 、 残 り の （ 「 ６ × ２ 」 が 書 か れ た ） １ 個 の マ ス ３ は 白 色 の 下 区 画 部 ４ ｂ に あ る の で
、 「 12」 と 記 載 し た ４ 個 の 駒 １ の う ち 、 ３ 個 は 灰 色 の ベ ー ス 色 で あ り 、 残 り １ 個 は 白 色 の
ベ ー ス 色 と な る 。
　 な お 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 於 て 、 上 記 説 明 し た 点 以 外 は 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 で あ
る の で 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 考 案 は 設 計 変 更 自 由 で あ り 、 載 置 盤 ２ の マ ス ３ に 記 載 す る 計 算 式 Ｔ を 、 足 し 算
式 又 は 、 引 き 算 式 と し 、 駒 １ に そ の 計 算 式 Ｔ の 答 え と な る 数 字 Ｓ を 記 載 し て も よ い 。
　 ま た 、 区 画 部 ４ の 形 状 、 配 置 も 変 更 自 由 で あ り 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 Ｌ 字 形 の 区 画 部 ４
を 有 す る も の で あ っ て も よ い 。 ま た 、 各 区 画 部 ４ の マ ス ３ に 記 載 す る 問 題 文 字 Ｑ （ 読 み 字
Ｙ ・ 計 算 式 Ｔ ） を 、 区 画 部 ４ ご と に 難 易 度 を 変 え て 設 定 し て も 自 由 で あ る 。
　 ま た 、 載 置 盤 ２ の 素 材 と し て は 、 紙 以 外 に 、 樹 脂 製 又 は ゴ ム 製 の シ ー ト で あ っ て も よ く
、 載 置 盤 ２ と 駒 １ が 磁 性 を 帯 び た 素 材 で 成 形 さ れ 、 互 い に 磁 着 す る よ う に な っ て い て も 自
由 で あ る 。 さ ら に 、 載 置 盤 ２ の 形 状 、 マ ス ３ の 形 状 、 駒 １ の 形 状 は 所 望 の 形 状 に 変 更 自 由
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 述 し た 本 考 案 で あ る 知 育 玩 具 の 使 用 方 法 に つ い て 説 明 す る 。
　 本 考 案 の 知 育 玩 具 は 二 人 の 解 答 者 （ 使 用 者 ） で 使 用 す る も の で あ り 、 解 答 者 の 一 方 を 甲
、 他 方 を 乙 と す る 。 こ の 知 育 玩 具 で ゲ ー ム を 始 め る 前 に 以 下 の こ と を 予 め 決 め る 。
（ ｉ ） 駒 １ の 両 面 に 書 か れ た 漢 字 Ｋ の 識 別 色 （ 黒 色 ・ 白 色 ） の う ち （ 図 ３ 参 照 ） 、 甲 又 は
乙 の 識 別 色 を ど ち ら に す る か 決 め る 。 こ の 場 合 、 甲 を 黒 色 、 乙 を 白 色 と 決 め る 。
（ ii） 駒 １ を 置 く 順 番 を 決 め る 。 こ の 場 合 、 甲 が 先 、 乙 が 後 と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ゲ ー ム を 進 め る 手 順 を 図 ４ に 於 て 説 明 す る 。
　 ま ず 、 先 攻 の 甲 は マ ス ３ に 書 い て あ る 読 み 字 Ｙ の 中 か ら 、 自 分 の 覚 え て い る 漢 字 の 読 み
字 Ｙ を １ 個 選 び 出 す 。 甲 が 「 あ お 」 の 読 み 字 Ｙ を 選 ん だ 場 合 、 「 青 」 と 書 い た 駒 １ を 探 し
出 し 、 「 あ お 」 と 書 い た マ ス ３ に そ の 駒 １ を 置 く 。 こ の と き 、 甲 の 識 別 色 を 示 す 黒 色 の 「
青 」 が 表 に な る よ う に 置 く 。 な お 、 読 み 字 Ｙ を 選 択 し た 際 に 、 そ れ を 声 に 出 し て 読 む こ と
に す れ ば 、 記 憶 の 定 着 が よ り 向 上 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 次 に 、 後 攻 の 乙 が 「 に ん ・ ひ と 」 の 読 み 字 Ｙ を 選 ん だ 場 合 、 「 人 」 と 書 い た 駒 １ を 探 し
出 し 、 「 に ん ・ ひ と 」 と 書 い た マ ス ３ に そ の 駒 １ を 置 く 。 ま た 、 こ の と き 、 乙 の 識 別 色 を
示 す 白 色 の 「 人 」 が 表 に な る よ う に 置 く 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 そ し て 、 再 び 甲 の 順 番 と な り 、 甲 が 「 い と 」 の 読 み 字 Ｙ を 選 ん だ ら 、 「 糸 」 と 書 い た 駒
１ を 黒 色 を 表 に し て 「 い と 」 と 書 い た マ ス ３ に 置 く 。 次 に 、 乙 が 「 し ろ 」 の 読 み 字 Ｙ を 選
ん だ ら 、 「 白 」 と 書 い た 駒 １ を 白 色 を 表 に し て 「 し ろ 」 と 書 い た マ ス ３ に 置 く 。 こ の よ う
に 、 甲 と 乙 と が 交 互 に 駒 １ を 置 い て ゆ く 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ し て 、 先 に 自 分 の （ 識 別 色 の ） 駒 １ が ４ 個 連 続 し て 並 べ た 方 を 勝 ち と す る 。 例 え ば 、
図 ５ に 示 す よ う に 、 甲 が 置 い た 駒 １ が 乙 よ り も 先 に ４ 個 連 続 し て 並 ん だ 場 合 、 甲 の 勝 ち と
す る 。 な お 、 ４ 個 連 続 し て 並 べ た 状 態 は 、 縦 方 向 、 横 方 向 、 斜 め 方 向 の ど れ か で あ れ ば よ
い 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 上 区 画 部 ４ ａ と 下 区 画 部 ４ ｂ の 両 方 を 使 用 す る と 難 易 度 が 高 い 場 合 は 、 上 区 画 部
４ ａ 又 は 下 区 画 部 ４ ｂ の ど ち ら か 一 方 の み を 使 用 し て 行 っ て も よ い 。 例 え ば 、 上 区 画 部 ４
ａ の み 使 用 す る 場 合 は 、 全 部 の 駒 １ の 中 か ら ベ ー ス 色 が 灰 色 の 駒 １ を 取 り 出 し て 分 け る と
、 駒 １ を 探 し 出 し 易 い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ６ に 示 す 実 施 形 態 の 使 用 方 法 を 説 明 す る 。 こ の 実 施 例 の 場 合 も 基 本 ル ー ル は 上 記 説 明
し た ル ー ル と 同 様 で あ る 。 ま ず 、 解 答 者 甲 と 乙 は 、 駒 １ を 置 く 順 番 と 、 そ れ ぞ れ の 識 別 色
を 決 め る 。 甲 と 乙 は 、 交 互 に 、 マ ス ３ に 書 い て あ る 計 算 式 Ｔ を 暗 算 し 、 そ の 答 え と な る 数
字 Ｓ が 書 か れ た 駒 １ を 自 分 の 識 別 色 が 表 側 に な る よ う に （ 対 応 す る ） マ ス ３ に 置 い て ゆ く
。 そ し て 、 先 に 自 分 の （ 識 別 色 の ） 駒 １ が ４ 個 連 続 し て 並 べ た 方 を 勝 ち と す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 計 算 式 Ｔ を 選 択 し た 際 に 、 そ れ を 声 に 出 し て 読 む こ と に す れ ば 、 記 憶 の 定 着 が よ
り 向 上 す る 。
　 ま た 、 上 区 画 部 ４ ａ と 下 区 画 部 ４ ｂ と を 合 わ せ た 範 囲 で ゲ ー ム を 行 う の が 難 易 度 が 高 い
場 合 は 、 上 区 画 部 ４ ａ 又 は 下 区 画 部 ４ ｂ の 範 囲 に 制 限 し て 行 う と よ い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 解 答 者 が 置 い た 駒 １ に 書 か れ た 漢 字 Ｋ 又 は 数 字 Ｓ と 、 マ ス ３ に 書 か れ た 読 み 字 Ｙ
又 は 計 算 式 Ｔ と が 対 応 し て い る か ど う か 、 つ ま り 、 正 解 の 駒 １ を 選 ん で い る か ど う か を 判
断 す る た め に 、 解 答 者 以 外 の 第 三 者 （ 例 え ば 、 親 や 学 校 の 先 生 等 ） を 判 定 人 と し て も よ い
。
　 ま た 、 先 に 自 分 の 駒 １ が ５ 個 並 ん だ 方 が 勝 ち と し た り 、 自 分 の 駒 １ が ３ 個 並 ん だ 列 が 先
に ２ 列 で き た 方 が 勝 ち と す る 等 、 勝 敗 の ル ー ル は 変 更 自 由 で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 考 案 で あ る 知 育 玩 具 は 、 問 題 文 字 Ｑ が 記 載 さ れ た マ ス ３ を 多 数 個 配 列
し た 載 置 盤 ２ と 、 解 答 文 字 Ａ が 両 面 に 記 載 さ れ る と 共 に 二 人 の 解 答 者 が 交 互 に 解 答 文 字 Ａ
と 問 題 文 字 Ｑ と を 対 応 さ せ て マ ス ３ に 置 く た め の 多 数 個 の 駒 １ と を 、 備 え 、 各 駒 １ の 表 側
の 解 答 文 字 Ａ 1  と 裏 側 の 解 答 文 字 Ａ 2  と を 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別 色 に て 色 分
け し 、 載 置 盤 ２ は ま と ま っ た 複 数 個 の マ ス ３ ご と に 異 な る 区 画 色 に 色 分 け し た ２ 個 以 上 の
区 画 部 ４ を 有 し 、 さ ら に 、 駒 １ の ベ ー ス 色 が 対 応 す る 問 題 文 字 Ｑ が 記 載 さ れ た マ ス ３ の 区
画 色 と 同 じ 色 と な っ て い る の で 、 二 人 で 楽 し く 遊 び な が ら 学 習 能 力 や 知 識 を 向 上 さ せ る こ
と が で き る 。 ま た 、 相 手 と 競 い 合 う こ と で 、 相 手 の 知 識 か ら 新 し い 知 識 を 学 習 す る こ と が
で き る と 共 に 、 ゲ ー ム の 戦 略 を 考 え る 思 考 能 力 も 身 に つ け る こ と が で き る 。
　 駒 １ の 両 面 に 記 載 さ れ た 解 答 文 字 Ａ を 、 表 側 と 裏 側 と で 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の
識 別 色 に て 色 分 け し て い る の で 、 マ ス ３ に 置 い た 駒 １ が ど ち ら の 解 答 者 が 置 い た も の で あ
る か す ぐ に 見 分 け る こ と が で き る 。 言 い 換 え れ ば 、 １ 個 の 駒 １ を 表 向 き 又 は 裏 向 き に し て
置 く だ け で 、 ど ち ら の 解 答 者 が 置 い た も の か 区 別 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 二 人 の 解 答 者
に 同 じ マ ス ３ に 置 く こ と の で き る 駒 １ を 別 々 に 用 意 す る 必 要 が な い の で 、 用 意 す る 駒 １ の
個 数 を 少 な く す る こ と が で き 、 ゲ ー ム も ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 使 用 す る 区 画 部 ４ の 範 囲 を 制 限 す る こ と で 、 学 習 レ ベ ル 等 に 合 わ せ て ゲ ー ム を
行 え た り 、 変 化 性 に 富 ん だ 遊 び 方 が で き る 。 ま た 、 駒 １ の ベ ー ス 色 が 対 応 す る 問 題 文 字 Ｑ
が 記 載 さ れ た マ ス ３ の 区 画 色 と 同 じ 色 と な っ て い る の で 、 使 用 す る 区 画 部 ４ に 置 く こ と の
で き る 駒 １ を 一 目 で 見 分 け る こ と が で き 、 使 用 し 易 い も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 漢 字 の 読 み 字 Ｙ が 記 載 さ れ た マ ス ３ を 多 数 個 配 列 し た 載 置 盤 ２ と 、 漢 字 Ｋ が 両 面
に 記 載 さ れ る と 共 に 二 人 の 解 答 者 が 交 互 に 漢 字 Ｋ と 読 み 字 Ｙ と を 対 応 さ せ て マ ス ３ に 置 く
た め の 多 数 個 の 駒 １ と を 、 備 え 、 各 駒 １ の 表 側 の 漢 字 Ｋ 1  と 裏 側 の 漢 字 Ｋ 2  と を 解 答 者 を
識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別 色 に て 色 分 け し 、 載 置 盤 ２ は ま と ま っ た 複 数 個 の マ ス ３ ご と に
異 な る 区 画 色 に 色 分 け し た ２ 個 以 上 の 区 画 部 ４ を 有 し 、 さ ら に 、 駒 １ の ベ ー ス 色 が 対 応 す
る 読 み 字 Ｙ が 記 載 さ れ た マ ス ３ の 区 画 色 と 同 じ 色 と な っ て い る の で 、 二 人 で 楽 し く 遊 び な
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が ら 漢 字 Ｋ と 読 み 字 Ｙ を 覚 え る こ と が で き る 。 ま た 、 相 手 と 競 い 合 う こ と で 、 相 手 の 知 識
か ら 新 し い 知 識 を 学 習 す る こ と が で き る と 共 に 、 ゲ ー ム の 戦 略 を 考 え る 思 考 能 力 も 身 に つ
け る こ と が で き る 。
　 駒 １ の 両 面 に 記 載 さ れ た 漢 字 Ｋ を 、 表 側 と 裏 側 と で 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別
色 に て 色 分 け し て い る の で 、 マ ス ３ に 置 い た 駒 １ が ど ち ら の 解 答 者 が 置 い た も の で あ る か
す ぐ に 見 分 け る こ と が で き る 。 言 い 換 え れ ば 、 １ 個 の 駒 １ を 表 向 き 又 は 裏 向 き に し て 置 く
だ け で 、 ど ち ら の 解 答 者 が 置 い た も の か 区 別 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 二 人 の 解 答 者 に 同
じ マ ス ３ に 置 く こ と の で き る 駒 １ を 別 々 に 用 意 す る 必 要 が な い の で 、 用 意 す る 駒 １ の 個 数
を 少 な く す る こ と が で き 、 ゲ ー ム も ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 使 用 す る 区 画 部 ４ の 範 囲 を 制 限 す る こ と で 、 漢 字 の 習 得 レ ベ ル 等 に 合 わ せ て ゲ
ー ム を 行 え た り 、 変 化 性 に 富 ん だ 遊 び 方 が で き る 。 ま た 、 駒 １ の ベ ー ス 色 が 対 応 す る 読 み
字 Ｙ が 記 載 さ れ た マ ス ３ の 区 画 色 と 同 じ 色 と な っ て い る の で 、 使 用 す る 区 画 部 ４ に 置 く こ
と の で き る 駒 １ を 一 目 で 見 分 け る こ と が で き 、 使 用 し 易 い も の と な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 掛 け 算 式 、 足 し 算 式 又 は 引 き 算 式 の 計 算 式 Ｔ が 記 載 さ れ た マ ス ３ を 多 数 個 配 列 し
た 載 置 盤 ２ と 、 計 算 式 Ｔ の 答 え と な る 数 字 Ｓ が 両 面 に 記 載 さ れ る と 共 に 二 人 の 解 答 者 が 交
互 に 数 字 Ｓ と 計 算 式 Ｔ と を 対 応 さ せ て マ ス ３ に 置 く た め の 多 数 個 の 駒 １ と を 、 備 え 、 各 駒
１ の 表 側 の 数 字 Ｓ 1  と 裏 側 の 数 字 Ｓ 2  と を 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別 色 に て 色 分
け し 、 載 置 盤 ２ は ま と ま っ た 複 数 個 の マ ス ３ ご と に 異 な る 区 画 色 に 色 分 け し た ２ 個 以 上 の
区 画 部 ４ を 有 し 、 さ ら に 、 駒 １ の ベ ー ス 色 が 対 応 す る 計 算 式 Ｔ が 記 載 さ れ た マ ス ３ の 区 画
色 と 同 じ 色 と な っ て い る の で 、 二 人 で 楽 し く 遊 び な が ら 計 算 能 力 を 高 め る こ と が で き る 。
ま た 、 相 手 と 競 い 合 う こ と で 、 相 手 の 知 識 か ら 新 し い 知 識 を 学 習 す る こ と が で き る と 共 に
、 ゲ ー ム の 戦 略 を 考 え る 思 考 能 力 も 身 に つ け る こ と が で き る 。
　 駒 １ の 両 面 に 記 載 さ れ た 数 字 Ｓ を 、 表 側 と 裏 側 と で 解 答 者 を 識 別 す る 異 な る 二 色 の 識 別
色 に て 色 分 け し て い る の で 、 マ ス ３ に 置 い た 駒 １ が ど ち ら の 解 答 者 が 置 い た も の で あ る か
す ぐ に 見 分 け る こ と が で き る 。 言 い 換 え れ ば 、 １ 個 の 駒 １ を 表 向 き 又 は 裏 向 き に し て 置 く
だ け で 、 ど ち ら の 解 答 者 が 置 い た も の か 区 別 す る こ と が で き る 。 即 ち 、 二 人 の 解 答 者 に 同
じ マ ス ３ に 置 く こ と の で き る 駒 １ を 別 々 に 用 意 す る 必 要 が な い の で 、 用 意 す る 駒 １ の 個 数
を 少 な く す る こ と が で き 、 ゲ ー ム も ス ム ー ズ に 行 う こ と が で き る 。
　 さ ら に 、 使 用 す る 区 画 部 ４ の 範 囲 を 制 限 す る こ と で 、 計 算 レ ベ ル 等 に 合 わ せ て ゲ ー ム を
行 え た り 、 変 化 性 に 富 ん だ 遊 び 方 が で き る 。 ま た 、 駒 １ の ベ ー ス 色 が 対 応 す る 計 算 式 Ｔ が
記 載 さ れ た マ ス ３ の 区 画 色 と 同 じ 色 と な っ て い る の で 、 使 用 す る 区 画 部 ４ に 置 く こ と の で
き る 駒 １ を 一 目 で 見 分 け る こ と が で き 、 使 用 し 易 い も の と な っ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ４ 】
【 図 １ 】 本 考 案 の 第 １ の 実 施 形 態 の 載 置 盤 を 示 す 平 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 駒 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 駒 の 平 面 説 明 図 で あ っ て 、 （ ａ ） は 駒 の 一 例 を 示 す 説 明 図 、 （ ｂ ） は 他 の 例 を 示
す 説 明 図 、 （ ｃ ） は 別 の 例 を 示 す 説 明 図 、 （ ｄ ） は さ ら に 別 の 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 使 用 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 使 用 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 第 ２ の 実 施 形 態 の 使 用 方 法 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 載 置 盤 の さ ら に 別 の 実 施 形 態 を 示 す 簡 略 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 １ 　 駒
　 ２ 　 載 置 盤
　 ３ 　 マ ス
　 ４ 　 区 画 部
　 Ａ 　 解 答 文 字
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　 Ａ 1  　 表 側 の 解 答 文 字
　 Ａ 2  　 裏 側 の 解 答 文 字
　 Ｋ 　 漢 字
　 Ｋ 1  　 表 側 の 漢 字
　 Ｋ 2  　 裏 側 の 漢 字
　 Ｓ 　 数 字
　 Ｓ 1  　 表 側 の 数 字
　 Ｓ 2  　 裏 側 の 数 字
　 Ｔ 　 計 算 式
　 Ｑ 　 問 題 文 字
　 Ｙ 　 読 み 字
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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